
令和７年１月に行った第１回ワークショップでの話し合いや、事前に実施した区民アンケートの結
果をもとに、障害のある人もない人も一緒に語り合いながら、アジアパラ競技大会の期間中にボ
ランティアを通じてお互いの理解を深めていく方法を、一緒に考えるワークショップを開催します。

第２回 ワークショップ参加者募集第２回 ワークショップ参加者募集
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木全 和巳 氏

日本福祉大学社会福祉学部
社会福祉学科教授

名古屋市あけぼの学園、名古屋市くすのき学園
などを経て現職。主な研究テーマは、権利擁護、
障害者総合支援法等のしょうがい児者福祉政
策・ソーシャルワーク実践など。

第1回ワークショップでは…
第１回ワークショップに参加された皆さまからは、「障害や障害のあ

る人への理解が深まった」とアンケートでご回答いただきました。
そのほかにも障害のある方の力になりたいと
いう皆さまの熱意を感じました。
「次は若い方にもご参加いただき、幅広い年代
の方の意見をお聞きできればと思います。」
「障害のある方の声を聞かせていただけてよかっ
た。これからもこのよ
うな機会があるとよい
と思いました。」
などのお声をいただ

きました。

詳しくは
こちら！

ご参加いただいた方には、記念品をお渡しします。
（アジアパラ競技大会公式ライセンスグッズ）

2025年

2026年

今後のスケジュール（予定）

12月　障害理解促進のための講演会の開催 

 ５月　ボランティア活動のメンバー募集開始

10月　アジアパラ競技大会に来場される障害のある方へのボランティア活動実施

定員

60名学生の方の
参加もお待ちして
おります

日　　時：令和７年６月７日（土） 13：30から
場　　所：瑞穂区役所講堂
対 象 者：瑞穂区在住、在勤、在学の方
申込期限：令和７年５月23日（金）まで（先着順） 
申 込 み：WEB・FAX・電話・瑞穂区役所福祉課窓口の
　　　　いずれかでお申し込みください。
　　　　※詳しくは裏面をご覧ください。

瑞穂区では、瑞穂公園陸上競技場をメイン会場として開催されるアジアパラ競技大会に
むけて、障害やボランティアについての理解を深め、誰もが参加できる方法をともに考える
プロジェクト「みんなで考える共生社会とボランティアMIZUHO」に取り組んでいます。

みんボラMIZUHOみんボラMIZUHO
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● 運営事務局
愛知県名古屋市天白区平針４丁目211番地
TEL：052-838-5466　9:00 ～ 17:00（土日祝、年末年始を除く）
FAX：052-802-9355

● 主催
TEL：052-852-9384　8:45 ～ 17:15（土日祝、年末年始を除く）
FAX：052-851-1350　
（共催）瑞穂区社会福祉協議会
　　　 名古屋市総合リハビリテーション事業団　瑞穂区障害者基幹相談支援センター
　

申込

「みんボラMIZUHO」事業内容に関するお問合せ

株式会社マルワ

瑞穂区役所福祉課（障害福祉担当）

第２回ワークショップ参加申込書

氏　名

年　代

連絡先
電話

□ 20代以下　　□ 30代　　□ 40代　　□ 50代　　□ 60代　　□ 70代以上

FAX

住　所

必要な配慮 １．手話通訳　　２．要約筆記　　３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

WEB申込はこちらから

株式会社マルワ
運営事務局行 FAX：052-802-9355

みんボラ
MIZUHO
みんボラ
MIZUHO

ふ り が な


